
  

第３回委員会の指摘事項とその対応について 

質問および意見 質問に対する対応 
番号 

(1)広域地盤沈下について 

① 

香取市役所付近での実測沈下量40～50cmは、広域地盤沈

下量を含んでおらず、杭基礎で支えられた香取市役所と

その周辺地盤との相対沈下量であることを正確に記述す

ること。 

ご指摘の通り対応した。(事務局) 
→資料-7 

② 
香取市内の地震後の沈下のうち、広域地盤沈下による沈

下量についても検討すべきではないか。 

広域地盤沈下の影響についても承知し

ているが、本委員会では地震による相

対沈下を対象としたい。広域地盤沈下

については国土地理院ホームページを

元に参考資料として整理した。 (事務

局) 
→資料-3 

 (2) 地区の概況（補足） 

③ 
開発履歴図において、江戸初期の河川位置のうち水部埋

立範囲を凡例区分に合わせて表示して欲しい。 
ご指摘の通り対応した。(事務局) 

→資料-4 

④ 
公共施設被害の状況図に、重なり合って見にくいものが

あるので判るように表示して欲しい。 

ご指摘の通り対応した。小野川沿いの

被害についても千葉県保有データを反

映させた。(事務局) 
→資料-4 

⑤ 

地震記録の分析について、液状化の影響をみるためにも

主要動部分を余震も含めて大きく引き延ばして表示し、

評価してもらいたい。 

ご指摘の通り対応した。(事務局) 
→資料-4 

 (3) 液状化被害建物の現地調査結果 

⑥ 
基礎の状況については、事例として住民に説明する可能

性もあるので、個別にもう少し調べてもらいたい。 

ご指摘の通り対応予定である。次回の

第 5 回委員会では対策工法の検討を行

う予定であり、それまでに対応する。

(事務局) 
 

 (4) 公共建物の現地調査結果 

⑦ 
佐原、小見川以外の地域、与田浦の博物館や小中学校に

ついても調べてもらいたい。 
ご指摘の通り対応した。(事務局) 

→資料-5 

⑧ 
杭基礎の場合、解体の際に状況が確認できるものがあれ

ば、確認をしてもらいたい。 
解体の予定などを確認の上、対応する。 
(事務局) 

⑨ 

地盤改良を実施した公共建物について、今後の対策工検

討に有用なため、被害の状況とともに、改良仕様、周辺

の液状化の状況もしくはそれの推測につながるデータな

ども詳しく調べてもらいたい。 

ご指摘の通り対応した。(事務局) 
→資料-5 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

 (5) 地質調査中間報告 

⑩ 
埋土も砂質なのか粘性なのか区分してもらいたい。また、

場所や種類の違いがあれば、これも反映してもらいたい。 
ご指摘の通り対応予定である。 
(事務局) 

⑪ 

砂質土層も自然堆積なのか浚渫なのかの区分もしてもら

いたい。特に液状化にはGL-5mくらいまでの地層の影響

が大きいので、よく調べてもらいたい。 

ご指摘の通り対応予定である。 
(事務局) 

 (6) 液状化の検討方法について 

⑫ 

沈下量は、観測値と計算値の比較でキャリブレーション

を行い、その他の地点の計算値を評価するのがよいと思

われる。 

ご指摘の通り対応予定である。 
(事務局) 

⑬ 

液状化の再現計算結果と比較している観測値は幅を持っ

ているので、そのような表記にするのがよい。その幅に

対して計算値がどうか、評価するのがよい。 

ご指摘の通り対応予定である。 
(事務局) 

⑭ 
再液状化検討の想定地震は、隣接する茨城県（潮来市、

神栖市など）の想定地震も確認しておいてもらいたい。 
ご指摘の通り対応した。(事務局) 

→資料-3

 (7) 液状化の検証結果について 

⑮ 

解析結果の沈下コンター図が、沈下量の小さい地点に引

きずられすぎている傾向になっていると思われる。全体

の傾向を示すようにするのが良いと思われる。 

ご指摘の通り対応予定である。 
(事務局) 

⑯ 

As2層を液状化判定から除外した場合に、PL、Dcyがど

の程度の値になるか、それが実測値と比べてどうかなど

も検討しておくのがよいと思われる。 

ご指摘の通り対応予定である。 
(事務局) 

 (8) 一般部の地質調査計画 

⑰ 

追加地質調査の結果を見た上で、「追加の追加」が必要か

検討するのがよいと思われる。また、「追加の追加」は層

厚確認が主になると思われるので、コーン貫入試験など

の簡易なものを、数多く実施するのが良いと思われる。 

追加地質調査の結果を見た上で検討予

定である。 
(事務局) 

⑱ 

他の委員会などでは、埋立地盤が液状化し、自然堆積地

盤は液状化しにくい傾向となっていることもあるので、

地層の区分は何通りか考えて見た方がよいと思われる。 

ご指摘の通り対応予定である。 
(事務局) 

資料-3 
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「資料-3 第３回委員会の指摘事項とその対応について ②」の回答資料 

 
広域地盤沈下についての参考資料 
 
用語定義 

「地盤沈下」とは、盛土や構造物等の荷重以外の原因によって、広範囲にわたって地表面が沈下する現象

を指し、沖積粘土などの浅部の土の圧密に起因するものと、大規模な地殻変動に起因するものとがある。（「地

盤工学用語辞典」（H18.3.10（社）地盤工学会）より抜粋・加筆） 
本資料で示す「広域地盤沈下」は、「大規模な地殻変動に起因するもの」という意味で用いるため、以下

より「地殻変動」という単語を用いて説明する。 
 
はじめに 

香取市内では東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動が発生した（データは後述）。本委員会では香取市内

の住宅液状化被害対策について検討するため、表層地盤における液状化に伴う沈下が対象となる。ここでは

参考として、香取市における地殻変動量を整理した結果を示す。委員会で作成された資料に示される「沈下

量」について誤解を招かないように、本資料を作成した。 
 本資料では、国土地理院ホームページ上で公開された「東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動量（上下方

向）」について、香取市近郊分をとりまとめた。データ参照元は全て国土地理院ホームページ

http://www.gsi.go.jp/BOUSAI/h23_tohoku.html である。観測場所及び方法は、東北地方から関東地方にお

いて主要な道路沿いに約 2km 間隔で設置されている水準点の観測（測量）によるものである。 
 

資料整理結果 

国土地理院ホームページでは、東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動量（上下方向）についてデータが公

開されている。観測期間は、地震前（詳細時期不明）～平成 23 年 10 月 25 日である。図-1 より公開データ

には千葉県香取市近郊が含まれており、図-2 より香取市近郊では主に利根川沿いの観測データであること

がわかる。よって、府馬地区を除く検討対象地区（佐原市街地地区、小見川地区、利根川以北地区）の東北

地方太平洋沖地震による地殻変動量が概略で把握できる。 
 

 

図-1 千葉県近郊の東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動量（上下方向） 
（観測期間：地震前～平成 23 年 10 月 25 日（約 7.5 ヶ月間）） 

 
 

 

図-2 香取市近郊の東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動量（上下方向） 
（観測期間：地震前（詳細時期不明）～平成 23 年 10 月 25 日）） 

 

↓
千
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県 
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3-2



 検討対象地区についての地殻変動量（上下方向）を図-3～図-6 に示す。 
 地区別にみると、利根川以北地区付近の観測記録が最も沈下量が大きい値（20～30cm）を示している。 
 

  

図-3 東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動量（上下方向）佐原市街地地区 
※1～20cm の沈下 

（観測期間：地震前（詳細時期不明）～平成 23 年 10 月 25 日） 
 
 
 

 
図-4 東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動量（上下方向）小見川市街地地区 

※1～20cm の沈下 
（観測期間：地震前（詳細時期不明）～平成 23 年 10 月 25 日） 

 
 
 

 
図-5 東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動量（上下方向）利根川以北地区 

※10～30cm の沈下 
（観測期間：地震前（詳細時期不明）～平成 23 年 10 月 25 日） 

 
 
 

 
図-6 東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動量（上下方向）府馬地区 

※観測記録無し 
（観測期間：地震前（詳細時期不明）～平成 23 年 10 月 25 日） 
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利根川以北地区 
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図-3～図-6 の広域地盤沈下量のデータを表-1 に整理する。 
 

表-1 香取市近郊の東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動量（上下方向）一覧表 
（観測期間：地震前（詳細時期不明）～平成 23 年 10 月 25 日） 

地 区 名 東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動量（上下方向） 

佐原市街地地区 1～20cm 
小見川市街地地区 1～20cm 
利根川以北地区 10～30cm 
府馬地区 観測記録なし 

香 取 市 全 体 1～30cm 

 
表-1 より、香取市全体の東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動量（上下方向）の概略値は、1～30cmであ

ることがわかる。（観測期間：地震前（詳細時期不明）～平成 23 年 10 月 25 日） 
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「資料－３ 第３回委員会の指摘事項とその対応について ⑭」の回答資料 

 

茨城県では以下の地震を想定している。 
出典：茨城県耐震改修促進計画 平成２１年５月改正 茨城県 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茨城県での地震想定の元になった内閣府の中央防災会議の資料では、震度６弱以上の地域が以下のよ

うに示されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茨城県における想定地震 出典：「首都直下地震対策専門委員会調査報告（平成１７年７月） 
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また、千葉県の地震被害想定調査で考慮している直下型地震である東京湾北部地震についての震度６

弱以上の地域は以下のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：「首都直下地震対策専門委員会調査報告（平成１７年７月） 

 

本検討における「茨城県南部地震の扱いについて」 
 
１．香取市においては、茨城県南部地震の方が東京湾北部地震より大きな揺れが生じると想定される。 
２．茨城県南部地震と東京湾北部地震は直下型地震である。ガイダンス(案)では、直下型地震について特定の

地震を対象としておらず、タイプ３地震動として「地表最大加速度 350gal、M7.5」を示している。 
３．本検討では、ガイダンス(案)に従い、タイプ１、２、３の地震動を考慮することとしており、直下型地震

としては、茨城県南部地震や東京湾北部地震などの特定の地震を対象とするのではなく、タイプ３として

示された地震動を用いることとする。 

出典：「首都直下地震対策専門委員会調査報告（平成１７年７月） 
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